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こ
の
四
月
か
ら
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改

正
さ
れ
、
精
神
障
が
い
者
も
実
雇
用
率
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
精
神
障
が
い
者
の

雇
用
も
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
企
業
や
そ
う

し
た
企
業
と
働
き
た
い
と
願
う
障
が
い
者
と
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
障
が
い
者
雇
用
を
進
め
る
特
例
子

会
社
の
中
で
も
、
精
神
障
が
い
者
を
二
〇
人
余

を
既
に
雇
用
し
て
い
る（
平
成
八
月
一
日
現
在
）

富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社
を
取
材
し
た
。

精
神
障
が
い
者
の

雇
用
は
二
一
人

富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社
は
、
年
賀
状
ソ

フ
ト
『
筆
ぐ
る
め
』
等
で
知
ら
れ
る
富
士
ソ
フ

ト
株
式
会
社
を
親
会
社
と
す
る
特
例
子
会
社
で

あ
る
。
会
社
設
立
は
平
成
三
年
だ
が
、
特
例
子

会
社
の
認
定
を
受
け
た
の
は
平
成
一
二
年
九
月

で
、
本
社
は
神
奈
川
県
鎌
倉
市
岡
本
、
大
船
駅

の
近
く
に
あ
る
。

富
士
ソ
フ
ト
企
画
は
、
社
員
数
一
四
四
人
、

そ
の
う
ち
障
が
い
の
あ
る
人
は
別
表
一
の
通
り

で
、
合
計
九
三
人
で
あ
る
。

会
社
概
要
は
別
表
二
に
要
約
さ
れ
る
。

そ
の
主
な
業
務
内
容
は
、
①
名
刺
作
成
、
②

デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
、
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、

④
サ
ー
バ
ー
管
理
、
⑤
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
発

送
、
⑥
生
命
保
険
・
損
害
保
険
代
理
店
業
務
、

⑦
ビ
ル
、
寮
社
宅
管
理
業
務
で
あ
る
。

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
精
神
障
が
い
者
の
雇



用
を
中
心
に
お
伝
え
し
た
い
。

同
社
の
精
神
障
が
い
者
受
入
れ

は
平
成
一
四
年
。
実
習
か
ら
始
め

て
雇
用
へ
広
が
り
、
現
在
の
二
一

人
中
、
男
子
一
七
人
、
女
子
四
人

で
、
ほ
と
ん
ど
が
親
が
か
り
の
三

〇
代
、
四
〇
代
で
あ
る
。
担
当
し

て
い
る
仕
事
は
、
Ｉ
Ｔ
関
係
業
務

が
中
心
の
次
の
部
門
で
あ
る
。

①
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
部
門
で

は
、
電
話
に
よ
る
調
査
、
デ
ー
タ

エ
ン
ト
リ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作

成
、
メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
、
印
刷
原
稿

の
校
正
・
編
集
に
七
人

②
人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
に
三
人

③
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
に
四
人

④
親
会
社
の
事
務
サ
ポ
ー
ト
に
五
人

⑤
総
務
グ
ル
ー
プ
に
一
人

⑥
営
業
グ
ル
ー
プ
に
一
人

そ
の
採
用
条
件
は
、
九
時
〜
一
七
時
四
〇
分

が
原
則
だ
が
、
社
員
の
都
合
に
よ
り
、
一
〇
時

〜
一
七
時
、
九
時
〜
一
七
時
、
九
時
〜
一
六
時

と
弾
力
的
に
契
約
し
て
い
る
。
と
き
に
は
残
業

も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
残
業
は
な
い
。

給
与
は
前
記
の
原
則
パ
タ
ー
ン
だ
と
一
一
万

五
〇
〇
円
だ
が
、
人
に
よ
っ
て
は
時
間
給
制
の

人
も
い
る
。
休
日
は
土
・
日
、
年
末
年
始
・
夏

期
休
暇
な
ど
が
あ
り
、
社
会
保
険
、
労
働
保
険

の
ほ
か
、
通
勤
手
当
全
額
、
一
日
二
〇
〇
円
の

食
事
手
当
が
つ
き
、
退
職
金
は
な
い
が
、
賞
与

は
年
二
回
支
給
さ
れ
る
。
神
奈
川
県
で
の
最
低

賃
金
は
現
在
時
給
七
一
二
円
で
あ
る
。

企
業
が
障
が
い
者
、
特
に
精
神
障
が
い
者
の

雇
用
に
踏
み
切
る
場
合
、
会
社
の
ト
ッ
プ
の
考

え
や
社
内
に
熱
心
な
推
進
者
が
い
る
こ
と
が
多

い
。
同
社
の
場
合
、
①
会
社
の
業
務
が
、
Ｉ
Ｔ

関
係
で
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
に
で
き
る
仕
事

で
あ
る
こ
と
、
②
精
神
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い

て
関
心
あ
る
前
技
術
部
長
や
親
会
社
か
ら
異
動

し
て
き
た
人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
長
の
佐
織
壽
雄

さ
ん
の
部
内
的
な
働
き
か
け
、
③
そ
れ
に
連
動

す
る
地
域
の
就
労
支
援
団
体
や
行
政
と
の
連
携

を
含
め
て
の
相
乗
効
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
。

研
修
会
で

支
援
者
と
の
出
会
い

特
例
子
会
社
で
あ
る
富
士
ソ
フ
ト
企
画
は
平

成
一
四
年
、
神
奈
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
頼
ま
れ
て
一
名
の
精
神
障
が
い
者
を
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
付
で
実
習
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。

同
社
が
そ
の
後
、
精
神
障
が
い
者
の
受
け
入

れ
に
大
き
く
踏
み
切
っ
た
の
は
、
平
成
一
六
年

一
月
、
精
神
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
関
す
る

研
修
会
が
き
っ
か
け
と
い
え
る
。

そ
の
時
の
講
師
は
同
じ
鎌
倉
市
内
の
精
神
障

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
む
」

の
所
長
、
藤
井
要
子
さ
ん
だ
っ
た
。
研
修
会
に

出
席
し
て
い
た
同
社
の
早
津
宗
彦
社
長
に
藤
井

さ
ん
が
雇
用
で
は
な
く
て
も
、「
力
が
あ
っ
て

い
い
人
が
い
ま
す
、
せ
め
て
実
習
だ
け
で
も
さ

せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
申
し
出
た
こ
と

に
端
を
発
し
た
。

当
初
を
思
い
起
こ
し
て
早
津
社
長
は
、
精
神

障
が
い
者
と
い
う
と
、
事
件
報
道
な
ど
の
印
象

も
あ
っ
て
初
め
は
〝
怖
い
〞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
受
け
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本誌編集委員　株式会社ストローク代表取締役

金子鮎子

早津宗彦社長

種　類

肢体不自由

知　的

聴　覚

視　覚

内　臓

精　神

合　計

重　度

18

1

6

3

2

0

30

軽　度

15

18

8

0

1

21

63

合　計

33

19

14

3

3

21

93

別表1 障害別障害者数

別表2 会社概況

富士ソフト企画株式会社
本　社：〒247ー0072 神奈川県鎌倉市岡本2ー13ー18
設　立：平成3年1月4日
資本金：4,000万円
社員数：144名
売上高：約2億（平成17年度実績）

精神障がい者21人が働く富士ソフト企画株式会社



入
れ
て
み
る
と
、
高
学
歴
だ
が
案
外
素
直
で
、

仕
事
ぶ
り
も
真
面
目
で
好
評
だ
っ
た
。
こ
れ
な

ら
仕
事
を
や
っ
て
も
ら
え
る
と
、
社
内
体
制
を

整
え
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
障
害

者
の
態
様
に
応
じ
た
多
様
な
委
託
訓
練
」
な
ど

を
経
て
雇
用
へ
踏
み
切
っ
て
い
っ
た
。
同
社
で

雇
用
さ
れ
て
い
る
精
神
障
が
い
者
の
う
ち
約
三

分
の
二
が
こ
の
委
託
訓
練
の
卒
業
生
で
あ
る
。

こ
の
訓
練
で
は
、
単
に
パ
ソ
コ
ン
の
技
能
だ

け
で
な
く
、
実
務
に
就
い
た
と
き
必
要
と
な
る

電
話
の
応
対
や
名
刺
交
換
時
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
、ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
や
会
議
の
進
め
方
、

プ
レ
ゼ
ン
の
技
法
等
、職
場
で
の
対
応
能
力
を
、

グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
社
会
生

活
技
能
訓
練
（
ｓ
ｓ
ｔ
）
と
い
っ
た
実
習
を
通
し

て
み
っ
ち
り
身
に
つ
け
る
。

病
状
の
ゆ
れ
や
勤
務
の
不
安
定
さ
等
、
心
配

さ
れ
る
勤
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
当

事
者
と
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
で
も
あ
る
佐
織
壽

雄
さ
ん
が
主
治
医
の
意
見
も
入
れ
て
必
要
に
応

じ
て
と
き
に
休
ま
せ
、
調
整
し
て
、
段
階
的
に

働
く
時
間
を
長
く
し
て
い
く
こ
と
で
乗
り
切
っ

て
き
た
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
部
門
の

主
力
は
精
神
障
が
い
者

富
士
ソ
フ
ト
企
画
で
は
、
障
が
い
者
た
ち
は

実
際
ど
ん
な
ふ
う
に
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。本

社
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
部
門
で
は
、
精
神

の
障
が
い
者
を
含
め
七
人
が
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の

パ
ソ
コ
ン
を
前
に
事
務
作
業
を
し
て
い
た
。

根
本
修
さ
ん
は
平
成
一
五
年
三
月
、
同
社
が

国
と
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
三
カ
月
の
委
託

訓
練
を
経
て
雇
用
さ
れ
た
。
委
託
訓
練
の
前
は

横
浜
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
専
門
の
作
業
所
「
パ
ソ

コ
ン
工
房
　
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
」
で
訓
練
を
受
け
て

い
た
。

訪
問
し
た
と
き
、
根
本
さ
ん
は
、
設
計
関
係

の
「
便
覧
」
の
改
訂
版
の
デ
ー
タ
入
力
の
最
中

だ
っ
た
。
間
違
い
が
あ
っ
て
は
大
変
な
の
で
、

五
人
ぐ
ら
い
で
校
正
し
て
、
正
確
を
期
し
て
い

る
。渋

谷
光
保
さ
ん
は
、
家
は
和
菓
子
屋
だ
が
家

業
で
は
な
く
、
自
分
の
好
き
な
パ
ソ
コ
ン
を
生

か
し
た
仕
事
が
し
た
く
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
委

託
訓
練
を
知
り
、
訓
練
の
後
、
同
社
に
一
五
年

九
月
に
就
職
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
休
ま
な
い

よ
う
に
、
毎
日
確
実
に
仕
事
を
す
る
こ
と
で
充

実
さ
せ
た
い
と
い
う
話
だ
っ
た
。

ま
た
、
岩
崎
勇
仁
郎
さ
ん
は
、
鎌
倉
市
内
の

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
む
」
か
ら

紹
介
さ
れ
て
就
職
し
た
一
人
。
平
成
一
六
年
一

二
月
に
雇
用
さ
れ
て
一
年
半
余
り
に
な
る
。
昨

年
、
最
優
秀
社
員
と
し
て
社
長
か
ら
表
彰
さ
れ

て
、
母
親
を
大
層
喜
ば
せ
た
。

彼
は
一
〇
時
〜
一
七
時
四
〇
分
の
勤
務
の
取

り
決
め
だ
が
、
実
際
に
は
毎
朝
九
時
三
〇
分
ご

ろ
に
は
出
勤
し
て
働
き
始
め
る
と
い
う
ほ
ど
仕

事
熱
心
で
、
職
場
の
信
頼
も
高
い
。

同
社
の
委
託
訓
練
は
今
年
度
も
七
月
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
岩
崎
さ
ん
は
そ
の
三
人
の
講
師
陣
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佐織壽雄人材開発グループリーダー

アウトソーシング部門では、
7人の精神障がい者が働いている

富士ソフト企画での委託訓練



の
一
人
と
し
て
も
活
躍
し
、
あ
わ
せ
て
訓
練
で

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
担
当

し
て
い
る
。

導
入
初
期
の
不
安
解
消
に

面
接
を
実
施

富
士
ソ
フ
ト
企
画
で
の
精
神
障
が
い
者
受
け

入
れ
の
大
き
な
特
徴
は
、
入
社
し
て
職
場
に
適

応
す
る
当
初
の
、
約
半
年
を
中
心
に
実

施
し
て
い
る
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
的
な
面
接
（
同
社
で
は
「
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

と
呼
ん
で
い
る
）
が
あ
る
。

こ
の
面
接
で
は
、
医
療
的
な
状
況
や

主
治
医
と
の
関
係
、
家
庭
環
境
や
家
族

関
係
、
ま
た
、
つ
な
が
り
の
あ
る
支
援

機
関
や
、
そ
の
職
員
と
の
関
係
等
に
つ

い
て
聞
き
と
り
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

を
把
握
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
し
、
ま
た
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
立
場
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。

実
習
か
ら
職
場
に
な
じ
む
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
一
人
ず
つ
一
〇
分
か
ら

一
五
分
程
度
行
う
が
、
職
場
に
慣
れ
る

に
従
っ
て
回
数
を
減
ら
し
て
い
く
。
半

年
を
過
ぎ
て
も
、
必
要
と
思
わ
れ
た
り
、
本
人

か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、随
時
面
接
を
行
う
。

面
接
の
目
的
は
、
職
場
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
慣

れ
て
い
く
こ
と
と
病
気
へ
の
予
防
、
あ
る
い
は

早
期
対
処
の
必
要
性
か
ら
と
い
え
る
。

職
場
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ
る
た
め
制

約
は
あ
る
が
、
ハ
ン
デ
ィ
あ
る
人
が
早
目
に
相

談
で
き
る
仕
組
み
は
、
雇
用
管
理
上
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
え
る
。

就
職
直
後
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場

環
境
の
変
化
、例
え
ば
勤
務
地
や
担
務
の
変
更
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
人
間
関
係
の
変
動
と
い
っ

た
節
目
に
は
、こ
う
し
た
面
接
は
大
切
で
あ
る
。

こ
の
面
接
は
、
働
く
障
が
い
者
た
ち
か
ら
も

評
価
さ
れ
て
お
り
、「
気
分
転
換
に
な
る
」「
心

強
い
」「
不
安
や
心
配
ご
と
が
話
せ
る
」「
仕
事

以
外
の
話
も
で
き
る
」「
病
識
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
」
つ
ま
り
就
職
で
き
た
こ
と
で
安
心
し
て

し
ま
い
、
起
こ
り
が
ち
な
〝
服
薬
中
断
〞
の
防

止
に
役
立
つ
等
の
声
が
出
て
い
る
。

働
く
上
で
の
不
安
解
消
と
い
う
意
味
で
は
、

人
の
配
置
に
つ
い
て
も
同
期
の
訓
練
生
を
ペ
ア

で
配
属
す
る
の
も
効
果
的
の
よ
う
だ
。

ま
た
、
同
じ
病
気
を
体
験
し
た
も
の
同
士
、

昼
休
み
な
ど
に
は
気
軽
に
精
神
科
の
薬
の
こ
と

な
ど
も
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
。

精
神
障
が
い
者
、

職
場
で
の
評
価
は

精
神
障
が
い
者
と
い
っ
て
も
顔
が
違
う
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
は
一
人
ず
つ
違
う
。

他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、「
あ
の
障
が
い
者

な
ら
う
ち
の
部
門
に
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
る
と

人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
で
精
神
障
が
い
者
を
育
て

て
き
た
佐
織
さ
ん
は
や
は
り
う
れ
し
い
と
言
う
。

ま
た
、
佐
織
さ
ん
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
の
鈴
木
康
男
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ン
の
専

門
家
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
仕
事
上
の
相
談
相
手
で
も
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城田副社長（写真左）と話す鈴木康男サブリーダー

最優秀社員として
社長表彰を受けた
岩崎勇仁郎さん



あ
り
、
実
技
面
の
指
導
者
で
も
あ
る
。

「
人
に
よ
っ
て
は
、
仕
事
は
遅
い
が

確
実
に
や
っ
て
く
れ
て
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
作
業
は
早
い
が

あ
る
時
間
が
く
る
と
パ
タ
ッ
と
集
中
力

が
切
れ
て
し
ま
い
、
口
も
き
け
な
い
く

ら
い
無
反
応
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い

る
。自

分
も
担
当
の
仕
事
を
し
な
が
ら
気

を
配
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
の
へ
ん
を
そ
れ
と
な
く
注

意
し
て
い
な
い
と
…
…
。
や
っ
ぱ
り
神

経
を
使
い
ま
す
よ
」
と
言
う
の
が
、
後

輩
の
指
導
に
当
た
る
鈴
木
さ
ん
の
言
葉

だ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
納
期
の
あ
る
仕
事
な
の

で
、
残
業
が
で
き
な
い
仲
間
を
グ
ル
ー

プ
内
に
抱
え
る
苦
労
は
、
並
大
抵
で
は
な
い
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。

横
浜
の
パ
ソ
コ
ン
工
房
か
ら

七
人
が
就
職
。
そ
し
て
定
着

知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
が
企
業
で

働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
雇
い
入
れ
た
企
業
の

努
力
だ
け
で
な
く
、
そ
の
障
が
い
者
を
送
り
出

し
て
き
た
地
域
の
就
労
支
援
団
体
や
そ
の
リ
ー

ダ
ー
と
の
連
携
・
共
同
作
業
が
ゆ
る
が
せ
に
で

き
な
い
。

先
に
紹
介
し
た
根
本
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た

横
浜
市
の
「
パ
ソ
コ
ン
工
房
　
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
」

は
、
は
っ
き
り
と
一
般
就
労
を
目
指
し
た
、
通

過
型
の
パ
ソ
コ
ン
に
特
化
し
た
作
業
所
（
利
用

期
間
二
年
限
定
）
で
、
既
に
七
人
を
富
士
ソ
フ

ト
企
画
に
送
り
込
ん
で
い
る
。

「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
」
で
は
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ

ル
等
の
パ
ソ
コ
ン
技
能
は
半
年
ぐ
ら
い
か
け
て

習
得
す
る
。
そ
れ
も
た
だ
教
わ
る
の
で
な
く
、

次
の
段
階
で
は
、
立
場
を
変
え
て
後
輩
や
他
の

人
に
教
え
る
こ
と
に
な
る
。

所
長
の
櫻
庭
孝
子
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
言

う
。「

パ
ソ
コ
ン
の
技
能
よ
り
、
多
く
の
精
神
障

が
い
者
が
不
得
手
で
成
長
す
る
の
に
時
間
の
か

か
る
『
人
へ
の
配
慮
や
協
調
性
、
身
だ
し
な
み
、

言
葉
遣
い
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
職
場
で
必
要
な
資

質
』
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
を
一
年
半
ぐ
ら
い
か
け
て
後
輩
の
指
導

や
外
部
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
へ
の
出
張
講
師
と
い

っ
た
機
会
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し

て
、
自
信
を
つ
け
て
い
く
の
で
す
」

「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
」
で
は
〝
就
労
を
手
に
入
れ

る
た
め
に
は
、
自
己
変
革
も
し
て
ゆ
く
〞
と
い

う
意
気
込
み
で
障
が
い
者
を
育
て
、
企
業
に
送

り
込
ん
で
い
る
。

入
職
後
も
社
会
経
験
の
少
な
さ
ゆ
え
の
ひ
弱

さ
か
ら
、
就
職
し
た
利
用
者
が
落
ち
込
み
そ
う
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パソコン講習が始まる（DELTAで）

「DELTA」の櫻庭孝子所長を
取材する筆者（写真左）



に
な
っ
た
と
き
に
は
、
素
早
く
相
談
に
乗
り
、

フ
ォ
ロ
ー
を
怠
ら
な
い
。

鎌
倉
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
と
ら
い
む
」
の
多
様
な
支
援

―
―
企
業
へ
も

岩
崎
さ
ん
を
送
り
出
し
た
鎌
倉
市
の
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
む
」
は
、
鎌
倉
・

逗
子
・
葉
山
三
市
の
精
神
障
が
い
者
や
そ
の
家

族
を
対
象
に
電
話
相
談
、
就
労
の
支
援
、
鎌
倉

市
民
へ
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
多
様
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

藤
井
所
長
は
憩
い
型
・
外
出
就
労
型
・
施
設

内
作
業
型
・
飲
食
店
型
な
ど
、
種
々
の
作
業
所

や
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
障
が
い
者
た
ち
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
、
働
く
場
を
広
げ
な
が

ら
、
市
の
福
祉
行
政
の
担
当
者
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
連
携
を
深
め
、〝
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

や
は
り
働
く
と
皆
元
気
に
な
っ
て
い
く
〞
と
、

粘
り
強
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
て
て
き
た
。

「
と
ら
い
む
」
で
も
障
が
い
の
当
事
者
に
向

け
て
の
支
援
と
し
て
、
企
業
の
紹
介
、
実
習
依

頼
、
さ
ら
に
は
定
期
的
な
職
場
訪
問
や
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
受
け
入
れ
側
の
企
業

へ
支
援
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

神
奈
川
県
に
は
幾
つ
か
の
市
で
独
自
の
障
が

い
者
雇
用
の
助
成
制
度
が
あ
り
、
特
に
鎌
倉
市

で
は
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
に
つ
い

て
「
雇
用
報
奨
金
」（
一
人
雇
用
す
る
と
月
三

万
円
、
無
期
限
、
昭
和
六
二
年
開
始
）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
と
ら
い
む
」
で
は
、

富
士
ソ
フ
ト
企
画
だ
け
で
な
く
、
数
社
に
こ
れ

を
紹
介
し
て
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

＊

最
近
就
任
さ
れ
た
同
社
の
城
田
副
社
長
は
、

富
士
ソ
フ
ト
グ
ル
ー
プ
全
体
の
雇
用
率
は
二
・

〇
二
％
だ
が
、
業
務
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
精
神

障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
そ
の
雇
用
を

さ
ら
に
拡
大
し
て
ゆ
く
方
針
と
の
こ
と
。

こ
う
し
た
障
が
い
者
の
支
援
団
体
と
の
継
続

的
な
連
携
と
雇
用
後
も
引
き
続
き
の
タ
イ
ア
ッ

プ
が
同
社
の
障
が
い
者
雇
用
の
鍵
で
も
あ
り
、

特
徴
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
早
め
に
相
談
し
、

対
処
で
き
る
部
内
的
な
体
制
と
合
わ
せ
て
ハ
ン

デ
ィ
あ
る
人
た
ち
の
が
ん
ば
り
き
れ
な
い
と
こ

ろ
を
補
い
合
い
、
共
に
働
き
、
支
援
し
合
う
パ

ワ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
い
え
よ
う
。

精
神
の
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
が
多
く
働
く

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
富
士
ソ
フ
ト
企
画
に
は

雇
用
か
ら
定
着
へ
の
事
例
を
今
後
も
増
や
し
、

支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
そ
の
実
績
が
次
の
課
題
、
在
職
者
の

〝
う
つ
〞
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
解
決
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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編集委員の素顔　金子鮎子
平成元年、精神障がい者とともに働くための会社とし
て株式会社ストロークを設立。以来、代表取締役。精神
障害者の雇用の促進に関する研究会委員（平成11年7月
～13年8月、14年7月～16年5月）、中小企業における
障害者の雇用の促進に関する研究会委員（平成18年7月
25日～19年夏頃［予定］）、NPO法人全国精神障害者就労
支援事業所連合会副理事。精神障がいがある人の就業支
援関係の研修会、そのネットワーク作りにかかわる。

鎌倉市地域生活支援センター「とらいむ」

「とらいむ」の藤井要子所長

福祉ショップ内のレストラン“かまくら・ふれんず”で、筆者たち
もランチをとった。ここでも精神障がい者が活躍している


